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Samenvatting
In dit artikel wordt gemeld hoe LGBT-personen recent beschreven worden in Europa in de 

Nederlandstalige jeugdliteratuur. Als illustratie hiervan wordt één van deze werken voorgesteld: 

“Een cavia en twee moeders” door Pieter Feller. Dit ar tikel toont enkele representatieve 

passages van het verhaal in Japanse vertaling door Nishikawa-Van Eester. Samen met het boek 

werd een Japanse samenvatting ervan getoond tijdens de Pride House Tokyo tentoonstelling 

over LGBT van 20 september tot 4 november 2019.

 

要約
本稿では近年の欧州オランダ語圏の児童文学事情を鑑みながら、その中での LGBT i の人々 ii

の描かれ方について報告するとともに、その現況に対する理解を深めるため実際の作品を一
点取り上げ、作中の幾つかの印象的な場面を取り出し、その日本語訳を試みる。作品は、「モ
ルモット一匹とママが二人（筆者試訳）Pieter Feller著」である。なお、筆者による日本語の
あらすじは、２０１９年９月２０日から１１月４日まで、プライドハウス東京 iii にて、LGBT

を題材とした絵本・児童書が展示された際、原書と共に掲示された。

Abstract
This article reports how LGBT people have been described lately in Europe in Dutch-speaking 

juvenile literature. In order to discuss the issue for better understanding of this current situation, 

one of the actual works is presented: “Een cavia en twee moeders” (One Guinea Pig and Two 

Mothers) by Pieter Feller. In this article, we read several impressive scenes in the story in 

Japanese translation by Nishikawa-Van Eester. The Japanese summary was exhibited together 

with the original book at the Pride House Tokyo exhibition on “LGBT” from September 20 to 

November 4, 2019.
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I．はじめに
　１９８３年から１９８６年まで、筆者はベルギーのオランダ語圏フラーンデレン iv 地方最
大の都市アントウェルペン v で暮らし、現地の言語であるオランダ語を学んだ（地図参照）。
オランダ語修得のため在籍した学校には世界各地からさまざまな人たちが（そのほとんどは
将来的にフランダース地方で暮らすべく）学びに来ていたが、その中で当時日本人は筆者一
人であった vi。

 

地図：オランダおよびベルギーの州と主要都市 vii（ドナルドソン　１９８３・１９９９）
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　１９８９年に帰国後も筆者は、多くはないものの途切れることなく現在まで翻訳・通訳業
を続けている。そのほとんどが、いわゆる産業翻訳 viii（実務翻訳・ビジネス翻訳）や、ある
いはマスメディア（主としてテレビ業界）関連の映像翻訳（放送翻訳・メディア翻訳）―海
外ドラマ、ニュース、ドキュメンタリー、スポーツ・エンターテイメント等の素材を扱う―
あるいは企業間の交渉・プレゼンテーションや国際展示会における講演会通訳・商談通訳で
あり、出版翻訳 ix の関連分野では数件しか経験がない。
　しかし、２０１８年から、オランダ王国大使館・ベルギー王国大使館・公益財団法人アー
ツフランダース・ジャパン xの共催で、“Bijeenkomst voor Nederlands Sprekende Japanners”
（オランダ語が使える日本人の会）という交流会やオランダ語修得希望者のための学習会等々
が定期的に開かれるようになり xi、ご案内をいただき数回出席するうちに、文芸作品にも触れ
る機会ができた。そのような状況下で、２０１９年夏、オランダ王国大使館からの依頼を受
け xii、未知の領域ではあったが、オランダの児童書で LGBTの人々とその周辺を描いた作品
を読み、そのあらすじを日本語で作成することになった。
　大使館から送られてきた原書は、Pieter Fellerという児童文学作家の“Een Cavia en twee 

moeders”という作品であった。直訳すると、「一匹のモルモットと二人の母親」である。筆
者によって提供された「日本語のあらすじ」は、東京でオランダ王国大使館が後援する、プ
ライドハウス東京の企画で、LGBTを題材とした絵本・児童書の展示会場に原書と共に掲示
することを目的として作成されたものである。

II．欧州におけるオランダ語圏の児童文学について
　欧州におけるオランダ語圏と言えば、オランダおよびベルギーのフランダース地方がそれ
に該当する。（http://taalunieversum.org/inhoud/nederlands-nederland-en-vlaanderen）。De 

Taalunie xiii（オランダ語連合）xiv および駐日オランダ王国大使館によれば、オランダ語話者は
世界で２３００万人おり、主としてオランダ、ベルギーのオランダ語圏、南米スリナムで話
されている xv。
　欧州の歴史的観点からは、オランダとベルギーは同時に語られることが多い。百年戦争が
終わる頃、欧州は近代へと突入する。スペイン王カルロス１世（１５００−１５５８）は、
１５１９年にブルゴーニュ、オーストリア、ネーデルランド、スペインに渡る大帝国の皇帝
となり、またこれにより、例えば現在のベルギーにあたる地域について「かつての『ベルギ
カ』や『フランドル』の名は歴史から姿を消し、この地は現在のオランダの地と合わせて『ネ
ーデルランド』と呼ばれるようになる」（松尾 ２０１４）。このように両国は、神聖ローマ帝
国の時代にあっては「ネーデルランデン（ネーデルランド）、低地諸州」と呼ばれる一つの地
域であった xvi（桜田 ２０１７）。
　このような歴史的背景があるゆえ、オランダとベルギーのフラーンデレン（フランダース・
フランドル）地方ではその主たる言語を共有している。しかし、オランダは１６４８年に独
立した新教（プロテスタント）の国であるのに対し、旧教（カトリック）国ベルギーの独立
は１８３０年 xvii であった。こういった歴史的背景や政治的状況を踏まえた上で、「様々な事
情から、ベルギーは第二次世界大戦後の児童書の発展において、オランダに後れをとりまし
た。しかし、今まさに開花期を迎えています。」という解説が、現在ではなされている（野坂 

２０１１）。
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　また同じ言語を使用することにより、児童はどちらの国の児童書にも等しく触れること
ができ、実際、「児童が何を読むか」という点では両国の区別はほぼないに等しいと思われ
る。オランダ語教育の普及を目的の一つとする、既出のオランダ語連合の存在もあり、オラ
ンダ政府とベルギー北部オランダ語圏政府の言語面での連帯感は非常に強いものがある。
１９９０年代以降、オランダでも現代ベルギー児童文学作家の作品が普通に入手でき、読ま
れるようになった（野坂）。
　さらに、元来保守的と見なされがちなカトリック教国ではあるが、現代ベルギーのオラン
ダ語圏においては「斬新な現代性が高く評価される傾向」があると分析されており（野坂）、
その視点からも、本作品はとりわけ興味深いものではないだろうか。

III．作品について
１．作者および作品について
　作者の Pieter Fellerは、オランダの児童文学作家で、１９５２年生まれ。４人兄弟の末子で
ある。Hoorn（ホールン）で生まれ（北ホーランド州の港町、アムステルダムの北３５Km、
かつて東インド会社の拠点であった）、２０年間を過ごした。両親は共働きで、少年時代は元
気に外遊びをする男の子であったが、また同時に家の中では熱心に読書をした、と本人が述
べている。長じて幾つかの職業を経験するが、やがて長姉のペットショップで働くようにな
り、後には限られた年数ながら自身のペットショップを経営した。
　作家としての創作活動に入ったのは１９９２年のことである。Fellerは、「書き出したとき
には、どういう展開になっていくのか自分でもよくわかっていないのだが、始まりと終わり
だけは、わかっている。」と語っている。「だから、途中でどう話が進行していくのか何が起
こるのか、自分でもわくわくする xviii。」とも述べている。児童書以外には犯罪小説も執筆し、
このジャンルでは今まで３作品を出版している。現在まで書籍として総計５０冊以上を出版
し、他にも多数の作品を発表している。（http://www.pieterfeller.nl/over-pieter/）
　本作品“Een cavia en twee moeders”については、出版社 Xantenによる紹介、オランダ語
話者の読者の感想なども合わせて報告する。
　作品は２０１３年に発表された（作者公式ウェブサイトによる）。１０８ページの中に１６
の章（エピソード）があり、初章の表題が「父の日」、最終章が「パパがいなくたってしあわ
せでいられる　“Zonder vader kun je gelukkig zijn”」である。
　学校図書の紹介等を掲載している Educatie in de klasのウェブサイトに大人の読者のレビュ
ーがある（https://leesbevorderingindeklas.nl/book-review/cavia-en-twee-moeders/）。それに
よると、「（同性婚の母親が二人で築いてきた、父親のいない家庭の実子を主人公として描い
ているが）このような本は今までなかった。」ということである。児童文学にはしばしば身近
な題材として家族が登場するが、その家族像は当然のことながら時代とともに変遷してきて
おり、特に欧米の作品には従来型ステレオタイプを離れたさまざまな家族が登場する（さくま 

２０１６）xix。その中でもとりわけユニークな設定の家庭内で育つ少年が主人公であり、必然
的にこの物語は強いメッセージ性を帯びることになる。（ここでは社会における LGBTという
新しい概念の存在。）
　しかしながら、レビューの中で注目すべきは、本来強いメッセージ性を持つこの物語が、
その立場から主張しているはずの価値観を作中では決して声高に叫ぶことはしていないとい



近年のオランダ児童文学に見る LGBTに対する意識―児童図書「モルモット一匹とママが二人」を中心に（西川）

− 97 −

う指摘である。この点についてはさらに４の項で後述する。

２．あらすじ
　まず、実際に原書とともに会場で掲示された日本語での「あらすじ」を以下に示す。限ら
れた字数の中で、可能な限り物語の全体像が一般の来場者に伝わるように努めた。

セプは１０歳の少年で、モルモットのコービュスと二人のママ、ロッテとマールチェ
が家族です。この二人は「ふうふ」で、セプはパパについてはまだ何も知りません。
一家は大都会アムステルダムから、セプを産んでくれた方のママ、ロッテの故郷の町
に引っ越してきます。この町にはロッテのママ、つまりセプのおばあちゃんもいます。
セプが大好きだったおじいちゃんは亡くなってしまったけれど、おじいちゃんはセプ
にすばらしい物と思い出を残してくれました。新しい学校の同級生、ご近所さんたち
―いろいろな子どもたちや大人―と知り合う中で、時にはちょっと意地悪されたり、
心ないことばを投げつけられたり、学校に変な手紙が届いたりするのですが、セプは
毎日を明るく楽しく元気に過ごし、友だちを増やしていきます。校長先生、ママたち
の友だちのニックとジャック（どっちも男の人だけど「ふうふ」）など、二人のママ以
外にもセプを支えてくれる人はたくさんいます。そしてなにより、モルモットのコー
ビュスは、いつもセプの話をじっと聴いてくれるのでした。

　　
　主人公の少年セプには母親が二人いる。この二人は同性婚であり、そのうちの一人がセプ
の生物学上の母親でもある。父親についての詳細はわからない。大都市アムステルダムから
母親の一人の故郷の町に移り住み、家族三人穏やかに仲良く暮らしているが、周囲にはその
ことがなんとなくおもしろくない様子の人たちも少しいる。例えば、隣の老夫婦の奥さんの
方は、年老いた自分たちの家に成人した子どもが寄りつかず、日頃孤独を感じているようで
ある。そして隣に越してきた家族について、なぜか不愉快に感じている。夫は隣の女同士の
夫婦（！）の息子にごく自然かつ親切に接しているが、自分は時としてこの少年に意地悪を
言わずにはいられない。何か、気に障るのだ。また近所の子やセプの新しい小学校の児童た
ちの中でも、セプについてはさまざまな見方があることがわかってくる。
　毎日いろいろな出来事があり、その中には、セプは友だちだと思っていた女の子ティビー
と一時疎遠になったり、学校にセプ一家のことについて誰かが書いたおかしな手紙が届いた
り、セプや母親たちが非常に不愉快で憂鬱になるような出来事も起こる。その手紙の内容と
いうのは、或る変わった家庭があり、そのうちでは子どもがきちんと育てられていない、と
いった、いわゆる一家に対する誹謗中傷であり、手紙を受け取った校長先生がセプの親に会
うためにやって来る。校長先生は母親の一人ロッテとお茶を飲みながら話をする。もちろん
彼にはその手紙の内容には何の信憑性もないことはわかっているが、セプやその両母親の置
かれた状況を鑑み、家庭訪問をしないわけにはいかなかったのだ。ロッテは、この一件につ
いてパートナーのマールチェには黙っていよう、と思う。
　親友と疎遠にはなったけれど、そのことによってセプには新たに友だちができる。毎日の、
静かな普通の暮らしの中に、一家は楽しさを見いだす。父の日がやってきて、セプは自分の
工作を隣の老人ポールにプレゼントする。ある時にはコービュスが突然行方不明になり皆で
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探し回るが、結局ポールが見つけてくれた。母親たちの友人ジャック（同性のニックと結婚
している）が「ポールに感謝しなくちゃね。」と言い、皆はセプのうちでゆっくりワインを飲
むことにする。
　その場で一緒にワインを飲んでいたポールの奥さんアネマリーは、突然、彼らは結局のと
ころ皆、自分と同じ「普通の人たち」なのだ、そして隣の女同士の夫婦に愛情深く大切に育
てられたセプはとてもいい子なのだ、ということに気づく。家を出てから父の日にすら訪ね
て来ない自分の子どもたちとは違い、セプは優しい少年で、夫のポールに自分が一生懸命作
った飛行機をプレゼントしてくれた。　　
　そして、急によそよそしくなって他の男の子と遊ぶようになっていたティビーは、ある日
またセプと話をするようになった。二人は親友に戻ったのだ。

３．日本語試訳
　ここでは、物語の中での、四つの印象的な場面を取り上げ、日本語への翻訳を試みる。
　最初に取り上げるのは話の冒頭の部分である。父の日が近づくにつれ、セプは憂鬱な気持
ちになっていく。彼には父親がいない…母親は二人いるのだが。

（１）オランダ語原文　（p. 5） 日本語訳

'Dat gedoe over Vaderdag,' moppert Sep.
'Tja,' zegt Tibby die naast hem loopt.
'Op mijn oude school deden we daar helemaal 
niets aan,' gaat Sep verder. Hij schopt een 
steentje weg dat in de grasstrook naast de 
stoep rolt.
'Jongens en meisjes ... ,' zegt Sep, de hoge 
stem van juf Mathilde imiterend,' ... over drie 
weken is het Vaderdag en natuurlijk gaan we 
weer wat voor onze lieve vaders knutselen.'
Tibby grinnikt om zijn imitatie.
'Bedenken jullie alvast wat je wilt gaan 
maken?' vervolgt Sep.
'Nou, ze zei toch dat ji j niets hoefde te 
bedenken, als je dat niet wilde. Jij hebt nu 
eenmaal twee moeders en voor hen heb je 
met Moederdag al wat gemaakt.'
Sep zucht en knikt. 'Toen juf dat zei, keek wel 
de hele klas mijn kant op, hoor.'
Ze lopen zwijgend verder.
'Ik maak al wat voor papa en mama vanaf 
groep één,' zegt Tibby na een tijdje. Ze houdt 
niet zo van stiltes.

「父
ちち

の日
ひ

のごちゃごちゃが、めんどくさい」
とセプは文

もん

句
く

を言
い

いました。
「そう？」と、ティビーがセプと並

なら

んで歩
ある

き
ながら言います。
「前

まえ

の学
がっ

校
こう

ではなんにもやらなかったんだ
よ」、セプは話

はなし

を続
つづ

けます。そして小
こ

石
いし

をけ
りました。石は歩

ほ

道
どう

の脇
わき

の草
くさ

むらに転
ころ

がっ
ていきます。
「皆

みな

さん！」とセプはマチルド先
せん

生
せい

の高
たか

い声
こえ

をまねして、「あと三 週
しゅう

間
かん

したら、父の日
です。それで、もちろん、わたしたちは、
お父
とう

さんのために何
なに

か作
つく

るんです。」
ティビーがその先生のものまねにニヤッと
笑
わら

いました。
「皆さん、何を作るか考

かんが

えましょう。」、とセ
プ。
「先生はさ、もしやりたくないなら、もちろ
んあなたは何も考えなくてもいいのよって。
あなたにはママが二

ふた り

人いるんだし、ママた
ちにはもう母

はは

の日にちゃんと作ってあげた
んだから。」
セプはためいきをついて、うなずきました。
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'Mijn moeder bewaart alles. Ik heb een keer 
een doosje van ijsstokjes gelijmd. Heel geinig, 
met een los dekseltje en een dikke kraal als 
handvatje.'

「先生がそう言ったとき、クラス中
じゅう

がぼくの
方
ほう

を見
み

たんだ…」
二人は黙

だま

って歩き続けます。
しばらくしてティビーが、「わたし、一年

ねん

生
せい

のときから、もう何か、パパとママのため
に作ってるの。」二人はじっとだまっている
のはあんまり好

す

きじゃなかったのです。
「うちのママったらね、なんでもかんでもと
っておくの。わたしね、一

いっ

回
かい

、アイスの棒
ぼう

をのりでくっつけた箱
はこ

を作ったことがある。
それとは別

べつ

に、手
て

で持
も

つ用
よう

に玉
たま

（ネックレ
スの一つ一つの玉のようなの）のついたふ
たといっしょに。すごく楽

たの

しかった。」

　
   父の日にお父さんたちにプレゼントするため、皆、何か工作をしろと言われ、セプは困惑し
ている。その上、セプ君にはお父さんはいないから（お母さんは二人もいるんだけどね…）、
いやなら別に皆と同じようにしなくてもいいのよ、などとクラスの皆の前で言われてしまう。
　次に取り上げる場面には、セプの小学校の校長先生メルケルバッハ氏が登場する。セプの
家庭に関しておかしな匿名の手紙が小学校に届いたことで、校長先生が家にやって来て、家
にいた母親の一人、ロッテと話をすることになる。

（２）オランダ語原文　pp. 45 - 47 日本語訳

'Mama, ik ben er.'

Lotte zit op de bank met een meneer.

‘O, hallo,' groet Sep. Dan herkent hij hem, 

het is meneer

Merkelbach, het hoofd van Seps school. Wat 

komt die nou doen?

'Hoi Sep,' zegt meneer Merkelbach.

'Ga even zitten,' zegt Lotte tegen Sep. Ze geeft 

hem een　kus. 'Wil je thee of limonade?'

'Doe maar limo.'

Merkelbach roert in zijn thee. 'Hoe gaat het 

met je, Sep?'

'Heel goed,' zegt Sep aarzelend. Hij denkt 

aan het gedoe met Tibby, maar dat gaat 

Merkelbach niets aan.

Lotte zet de limonade voor hem neer.

「ママ、ただいま。」
ロッテママは男

おとこ

の人と一
いっ

緒
しょ

にソファに座
すわ

っ
ています。「あ、こんにちは。」セプはその
男の人が誰

だれ

か気
き

がつきました。セプの学校
の、メルケルバッハ校

こう

長
ちょう

先生です。
「やあ、セプ君

くん

」と校長先生が言いました。
「ちょっとここに座って。」とロッテママが
セプに言います。
セプにおかえりのキスをします。「お紅

こう

茶
ちゃ

が
いい？それともレモネード？」
「レモネードにして。」
校長先生は自

じ

分
ぶん

のカップをかきまわしてい
ます。
「セプ君、どう、元

げん

気
き

でやってますか？」
「はい、すごく。」セプはおずおずと返

へん

事
じ

を
します。
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'Je vraagt je misschien af waarom ik hier ben,' 

zegt het schoolhoofd.

Sep knikt.

'Ik wilde gewoon eens kennismaken met je 

moeder.

Kijken hoe jullie hier wonen.'

Sep neemt een slok van zijn limonade. 'O, 

oké!'

'Het gaat goed met je op school, hoorde ik van 

juf

Mathilde.' 'Ja, hoor,' zegt Sep.

'We raken hier al helemaal ingeburgerd,' zegt 

Lotte. 'Ik ken natuurlijk nog wat mensen van 

vroeger, want ik ben hier geboren.'

Merkelbach knikt. 'Vind je het leuk in ons 

stadje, Sep?' Sep knikt enthousiast. 'Ja, veel 

leuker dan in Amsterdam. Ik kan hier lekker 

buiten spelen en vissen.'

'Heb je al vrienden gemaakt?'

'Ja, Koen van verderop is mijn vriend en op 

school heb ik ook genoeg vriendjes.'

Merkelbach knikt tevreden. Hij giet het 

laatste slokje thee naar binnen en staat op. 

'Ik ga weer. Heb nog wat dingen te doen op 

school. Administratie enzo.'

Hij geeft Sep en Lotte een hand.

‘Ik zou me er verder maar niet druk om 

maken,' zegt

Merkelbach tegen Lotte.

Lotte knikt. 'U ziet dat wij het hier ontzettend 

naar onze zin hebben.'

Merkelbach glimlacht. 'Ik weet zeker dat de 

mensen jullie wel zullen accept

ティビーとのごちゃごちゃをちょっと考え
てみたのですが、でも、そんなこと、校長
先生にはなんにも関

かん

係
けい

ないし。
ロッテママがレモネードをセプの前に置

お

き
ました。
「なんで私

わたし

がここにいるんだろうって思
おも

って
るんじゃないかな。」と校長先生が言います。
セプはうなずきました。
「ちょっとお母さんとお知

し

り合
あ

いになりたい
と思った。ここでどんな風

ふう

に暮
く

らしてるの
か見てみたいなぁ、って。」
セプはレモネードをごくっと飲

の

みます。
「オ、オッケー。」
「担

たん

任
にん

のマチルド先生から聞
き

いてるよ、学校
でよくやってるって。」「はい」とセプ。
ロッテママが言います、「私たち、だんだん
慣
な

れてきました、もちろん前からいる人た
ちのことは知ってますし…私、ここで生

う

ま
れたんです。」
校長先生はうなずきます。「セプ君、この町

まち

はいい所
ところ

だと思いますか？」
セプは勢

いきお

いよくうなずきます。「はい、アム
ステルダムよりずっといい。ここは外

そと

でい
っぱい遊

あそ

べて、釣
つ

りもできます。」
「もう友

とも

だちはできたかな？」「はい、この
もうちょっと先

さき

に住
す

んでる、クンが友だち
です、それで、学校でも友だちが何

なん

人
にん

かい
ます。」
校長先生は満

まん

足
ぞく

そうにうなずき、紅茶を全
ぜん

部
ぶ

飲んでしまってから立
た

ち上
あ

がります。
「そろそろ失

しつ

礼
れい

します。学校でまだやること
があって…事

じ

務
む

的
てき

なこととか。」
校長先生はロッテママと、それからセプと
握
あく

手
しゅ

をして、ロッテママに「心
しん

配
ぱい

しないで
くださいね。」と言いました。
ロッテママがうなずきます。「ここで楽しく
暮らせています。」
校長先生はにっこり笑いました。「きっとこ
この人たちに受

う

け入
い

れてもらえますよ。」
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校長先生は、セプ一家の事情をよくわかってくれて、何も問題はないからと言い、学校へ戻
っていく。
　その数行後ろにあるのが、次の会話が交わされる場面である。

（３）オランダ語原文　p. 47 日本語訳

'Wat is er, mam?'

‘Ik zal het je maar eerlijk vertellen. Er zijn 

mensen die over ons roddelen.'

‘O,’ zegt Sep.

‘Ja, iemand heeft een brief geschreven naar 

de school en　daar stond in dat Maartje en ik 

je niet goed opvoeden en dat je misschien wel 

eens door ons geslagen wordt.'

Sep springt op. 'Wat gemeen!' roept hij uit.

‘Ik heb lang met Merkelbach gesproken. Hij 

denkt ook dat de brief kwaadaardige roddel 

is.'

'Mama, jij bent de beste opvoeder van de 

wereld.'

Daar moet Lotte om lachen. 'Nou, dat weet 

ik niet, hoor. Maartje en ik doen gewoon ons 

best.'

Ze geeft Sep een dikke knuffel. 'Laten we het 

maar vergeten.’

「どうしたの、ママ？」
「あなたにちゃんと話しておく。うちのこ
と、いろいろ悪

わる

口
ぐち

を言う人たちがいて。」
「あー、」
「そうなの。誰かがね、学校に手

て

紙
がみ

を出
だ

し
た。その手紙には、マールチェと私があな
たをちゃんと育

そだ

ててないって、それで、ひ
ょっとしたらあなたが私たちにたたかれて
るかも…って書

か

いてあった。」
セプは飛

と

び上がり、「なんて卑
ひ

怯
きょう

な！」と叫
さけ

びました。
「それで校長先生と長

なが

い時
じ

間
かん

話してた…校長
先生もその手紙はひどいでたらめだって思
ってる、って。」
「ママ、ママは世

せ

界
かい

一
いち

のお母
かあ

さんだよ。」
ロッテママは笑いました、「それはわかんな
いけど。でもマールチェも私もほんとに一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

やってるの。」
ロッテはセプを強

つよ

く抱
だ

きしめます。「このこ
とは忘

わす

れてしまいましょう。」

セプがおかしな家庭で虐待されているのではないか、というのである。家庭内で体罰として
子どもを叩くという行為は、欧州では明らかな身体的虐待であり、犯罪と見なされる。
　なお、原文では日本語訳の「お母さん」に相当する単語にはmoederではなく opvoeder と
いう単語が使われているが、これにはジェンダー、つまり男性か女性か、を想起させる要素
はない。直訳であれば「育てる者」「（学校制度の枠組みではなく家庭での）教育者」「養育
者」という意味になる。要するに「世界一の親」だと言っているのだが、これを小学４年生
程度の男の子に興奮気味に言わせるのは無理があるのではないか、と訳者は考えた。親を「オ
ヤ」と表記する方法もあったかもしれないが、結局日本語では視覚的にも聴覚的にも馴染み
のある「お母さん」ということばを使うことにした。
　最後に以下の場面を挙げる。ここでは、日頃セプ親子たちに氷のような視線を向け、セプ
に冷たく接していた隣の奥さんアネマリーが、ワインを飲んでいた時に「溶けた」んじゃな
いか、という話をセプがモルモットにしている。
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（４）オランダ語原文　pp. 99 - 100 日本語訳

'Weet je wat Maar t je vanmiddag over 

Annemarie zei? Dat ze op zaterdagavond na 

een paar wijntjes ontdooide. Ik wist helemaal 

niet dat ze bevroren was geweest. Hahaha. 

Lotte zei dat Annemarie alti jd koud en 

keihard is, net als ijs in de sloot als het streng 

gevroren heeft. Maar na die wijntjes deed ze 

ineens aardiger. Ik dacht nog, misschien is 

er van haar alleen nog maar een plasje water 

over. Dan kan Paul haar opdweilen en door 

de gootsteen spoelen en misschien daarna 

met oma trouwen.' Kobus piept. Het lijkt wel 

afkeurend, maar dat is natuurlijk verbeelding. 

‘Het is maar een grapje hoor, Kobus. Weet 

je wat ik toen heb gedaan? Ik was het al een 

tijdje van plan, maar ik wist niet zeker of ik 

het wel zou doen.

Maar toen Pauls kinderen niet kwamen, 

wist ik het zeker. Ik heb mijn vliegtuigje 

opgehaald. Je weet wel, dat dubbeldekkertje 

dat ik gemaakt heb. Ik heb dat aan

Paul gegeven voor zijn Vaderdag. Vind je dat 

gek? Paul was er blij mee.

Hij probeerde het te verbergen, maar hij 

kreeg tranen in zi jn ogen. Toen kwam 

Annemarie naar buiten en die drukte me 

zomaar tegen zich aan en zei: "Malle jongen."'

「お昼
ひる

にね、マールチェママがアネマリーお
ばさんのことでなんて言ってたか、知って
る？おばさん、土

ど

曜
よう

の晩
ばん

にワイン飲んだ後、
溶
と

けちゃったんだって。元
もと

々
もと

おばさんが凍
こお

ってたなんて、全
ぜん

然
ぜん

知らなかった。ハハハ。
ロッテママは、おばさんはいつもすごく冷

つめ

たくてかちこちで、まるで氷
こおり

みたいだった
って。でも、ワインを飲んだ後、急

きゅう

にやさ
しくなった、って。ぼく、溶けちゃったん
なら、水

みず

たまりしか残
のこ

らないから、そした
らポールおじさんはそれを拭

ふ

きとって、溝
みぞ

に流
なが

して、それでその後、うちのおばあち
ゃんと結

けっ

婚
こん

するとかどうかなぁ、って思っ
た。」コービュスはピーッと鳴いた。「そう
いう考えはよくないよ。」と言ったみたいだ
った。「ただの冗

じょう

談
だん

だよ、コービュス。ね
え、それでぼくが何をしたか知ってる？ず
っと計

けい

画
かく

はしてたんだけど、ほんとにやる
かどうか、決

き

めてなかったんだ…。
でもね、ポールおじさんの子どもたちが来
なかったときに、よし絶

ぜっ

対
たい

やろう、と思っ
た。ぼくが作った飛

ひ

行
こう

機
き

をとりに行って、
ほら、あのダブルデッカーの。父の日にあ
れをおじさんにあげた。それってばかみた
いかな？でもおじさんは喜

よろこ

んでた。
隠
かく

そうとしてたけど、おじさんの目に涙
なみだ

が
出てた。それで、表

おもて

におばさんが出てきて、
ぼくにハグして言ったんだ、『この子った
ら。』って。」

ちなみに、オランダ語での「氷が（冷たく固い態度・性格が）溶ける ontdooien（英語の
thaw）」という表現をここで用いたのは特にこの作者の独創的な発想というわけではなく、日
常的な会話で耳にするレベルのものである。そういう意味では使い古された言い方 - cliché -

であるが、ただその直後、セプが「氷が溶けたら水たまりになる」と言うのは非常にユニー
クな発想で、そこに原文の中に基調として流れるユーモアと作者のことば遊びの巧みさを感
じとることができる。残念ながら日本語にはそのユーモラスな調子が上手く訳出されている
とは言い難い。
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４．読了・試訳後
　欧州―ここでは特にオランダとベルギー xx ―と日本の文化的・社会的背景・現代社会事情
の相違から、特に児童文学においては日本語に訳出するのが容易ではないと思われる描写も
ある。例えば、主人公の少年セプが自分の生物学上の父親について、飼っているモルモット
（名前はコービュス）に説明をする場面がある。以下に引用し、小学生用ではない、ほぼ直訳
を載せる。なお、ジャックとニックはどちらも男性の同性婚で、セプの母親たちであるマー
ルチェとロッテのカップルの友人である。

オランダ語原文　p. 94 日本語訳

Jack en Niek zijn hele leuke mannen. Weet 

je dat ik een tijdje heb gedacht dat Jack 

mijn vader was, maar dat is echt niet zo. Het 

zaadje dat Lottes eitje bevruchtte komt van 

de spermabank. Daar is de naam van de 

donorvader bekend en als ik zestien ben, mag 

ik die weten. Maar dat heb ik je zeker al heel 

vaak verteld?'

Kobus piept. 

ジャックとニックはすごくいい男の人たち
だ。ねえ、知ってる？ぼくはジャックが自
分の父親じゃないかって考えていた時期が
あったんだ、でも、そうじゃなかった。ロ
ッテの卵子を受精させた精子は、精子バン
クから来たんだ。そこでは、そのドナーの
父親の名前がわかってる。僕が１６歳にな
ったら、僕はそれが誰なのか、知ることが
できる。でもこのことは、きっと、もう何
回も話してるよね。
コービュスはピーッと鳴いた。

　もう一つの場面を紹介する。ここでは、セプが、母親たちと、同性愛者であること、セプ
を産んだことについて話をする。母親二人の会話も興味深い。

オランダ語原文　pp. 23 - 24 日本語訳

'Wanneer wist je eigenlijk dat je lesbisch was?' 

vraagt

Sep aan Lotte.

'O, heel snel. Al kende ik dat woord niet. 

Ik was in mijn jeugd net een jongen. Ik 

voetbalde met de jongens in de straat, ik klom 

in bomen. Ik vond jongens heel stoer, maar 

werd dus op meisjes verliefd. Het werd niet 

gek gevonden als ik een vriendin had. Dat 

was tenslotte zoals het hoorde, maar ik vond 

niets aan het spelen met poppen.'

'Ik was heel anders,' zegt Maartje. 'Ik speelde 

graag met vriendinnetjes en ook met poppen 

「実際、いつ自分がレズビアンだってわかっ
たの？」とセプはロッテに尋ねた。
「ああ、すごく早いうちに。まだそんなこと
ばも知らないうちにね。私は子どもの頃男
の子みたいだった。男の子たちと路上でサ
ッカーしたり、木登りしたり。男の子は強
くていいなぁとは思ったけど、好きになる
のは女の子だった。女の友だちがいるのは、
誰も変だと思わない、友だちは当たり前だ
もの。でもお人形遊びはおもしろくなかっ
た。」
「私は全然違ってた、」とマールチェが言っ
た。「私は大好きだった、女の子同士でお人
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en fornuisjes en pannen.' ' Maartje is veel 

moederlijker dan ik,' vindt Lotte.

'Waarom ben jij eigenlijk mijn biologische 

moeder niet geworden?' vraagt Sep aan 

Maartje.

'Lotte kan beter tegen pijn en bevallen is toch 

pijnlijk.

Trouwens als er een kind uit mij was geboren, 

dan was ji j dat niet geweest, maar heel 

iemand anders.'

'Dat is ook zo,' zegt Sep.

'Met die pijn viel het wel mee,' vindt Lotte. 'Ik 

kreeg een ruggenprik, weet je nog.'

'Ja, daar heb je gelijk in.'

'Ik wilde mijn vriendinnetjes ook graag een 

kus geven,' gaat Lotte verder, 'maar dat kon 

natuurlijk niet.'

Maartje kijkt haar fronsend aan. 'Hoeveel van 

die vriendinnetjes heb je eigenlijk gehad?'

'Een stuk of wat. Ik werd snel verliefd.'

形遊びしたり、ガスレンジだとかフライパ
ンだとかで遊ぶの。」「マールチェは私より
ずっと母親らしい」とロッテ。
「じゃあ、なんでマールチェママが僕の生物
学上の母親にならなかった（訳注：なぜ自
分で産まなかった）の？」セプはマールチ
ェに訊いてみた。
「ロッテの方が痛みに強いし、それに、やっ
ぱりお産は痛いものだから。それにもし、
赤ちゃんが私のお腹から出てきてたら、そ
れはあなたじゃなくって他の誰かっていう
ことになってたでしょ？」
「そうだね、」とセプ。
「痛みは、まあ、なんとかなった」とロッ
テ。「背中に注射してもらって（訳注：硬膜
外麻酔のこと）。」「あなた、覚えてるでし
ょ。」
「そうだったわね。」
「女の子の友だちにキスしたかった、」ロッ
テが話を続けます。「だけどもちろんそんな
ことはできなかった。」
マールチェはしかめっ面になった。「あなた
いったい今まで何人ガールフレンドがいた
の？」
「まあ、そこそこ。私、惚れっぽかったの。」

　
男の子と外遊びをするのが好きで、人生の早い段階ですでに自分は女の子が好きだと気付い
ていたロッテ。対して、マールチェは女の子同士で女の子らしい遊びをするのが好きだった。
ロッテには同性の vriendinnetje(s)友人がたくさんいたらしい。そしてこの単語はオランダ語
で二つの意味に取れる。同性の友人という意味と、好きになる対象としてのガールフレンド
という意味である。男の子同士の場合と違い、仲の良い女の子同士が日常的に常に行動を共
にし、その中でお互いに対して親密な雰囲気の中で親しげにふるまうのはごく普通のことと
見なされる。ところがそれが恋愛対象として、となると、それは理解され難い。ロッテは女
の子にキスしたいとは思っても、それを実行に移すことはなかった。いくら親しくてもそれ
はおかしいと思われる、ということは当時わかっていたからである。
　さて、すでに二十年前となる２０００年に同性結婚法が成立し、２００１年４月１日に同
法律が施行されたオランダでは xxi、上記のような日常会話がごく現実的なものとなっている。
セプの同性の両親は息子の前でも、また現在のパートナーに対しても、非常にあけすけに自
身の同性愛者としての恋愛体験を語っている。
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　既に読者レビューで述べられていることであるが、再度、筆者の読後の感想として特筆す
べきことがある。本作品は LGBTの人々も普通の人たちなのだ、というメッセージを発信し
ているのだが、ストーリーの全編を通して見えるのは、基本的に、穏やかなユーモアと市井
の人々の普通の暮らしの丁寧な描写である。時には不愉快な人間関係が描かれたり登場人物
が驚くような出来事も起こるが、それもやがて何らかの形で日々の暮らしの中で落ち着き、
人々は穏やかな日常生活へと戻っていく。ある特定のグループの価値観を前面に押し出して
主張するわけではなく、話は淡々と進んでいく。その結果、物語は却って身近で確かな現実
味を帯び、読者はこの物語の中に引き込まれて、これが自分には馴染みのない世界観・価値
観を伝える手段であるという側面を直接意識しない仕組みなのではないかと訳者は考察する。
　全体として、翻訳の技術的観点から述べると、本作品の対象読者は８歳から１２歳の児童
であるとされているが、これはだいたい日本の小学生低・中・高学年に相当する。そして日
本語では、各学年での漢字の習熟度によってどのような表記をするか、実際には大きな違い
がある。特に低学年と高学年では読める漢字の数に大きな差があり、表記の方法を変える必
要があるのではないか、と翻訳作業中に何度も考えたが、ではどのような工夫をするか、と
いう段になると、今回は初出の漢字にルビを振る以外、それに対する効果的な方法を見つけ
ることができないまま終わってしまった。またオノマトペ（擬音）、具体的にはモルモットの
鳴き声をどう訳出するのかも大きな課題として残った。自身の子どもの学校で飼育していた
モルモットを夏期休暇中に自宅で預かった経験はあるのだが、モルモットはほとんど鳴かな
い動物であるというのが当時得た印象であった。作中、コービュスが「pieptピープト」する
が（動詞 piepen が原形）これは「ピーッと」なのか「キーッと」なのか、あるいは「ピキー
ッと」なのか、訳者の中ではついに気持ちが定まらないまま、結局音声的に最も近いように
感じられた「ピーッ」という音でコービュスには鳴いてもらうこととした。
　このように訳出の方法でどのような表現を選択するか、訳者の迷い、心の葛藤の例は枚挙
にいとまがないが、作業にスピードと正確さが最優先で要求される実務翻訳とは異なる点が
文芸翻訳には重要な要素となり得るのだということが実感できたのは、大きな収穫であった。

IV．おわりに
　オランダ語の児童図書は日本で馴染みがないように思われているかもしれないが、例えば、
ディック・ブルーナの絵本ミッフィーちゃん、ベルギー・フランス語圏のタンタン等、そう
とは知られないままに、日本に浸透しているキャラクターなどがある（国際子ども図書館　
第二資料室小展示）ので、そこから出発して、さらに本格的に彼の地の文学作品に触れるた
め、より多くの作品が翻訳されることが望まれる。日本の若い世代で、英語だけでなく、外
国語としてのオランダ語の学習者が増加することを期待してやまない。
　本稿冒頭で述べたように、ほぼ実務翻訳や交渉・講演会通訳等の経験しかない筆者が今回、
未経験のジャンルの本作品を読了した後で、限られた数の場面であるが翻訳を試みたこと、
それは新鮮で、得難い経験であった。
　　
　最後になりましたが、この機会を与えてくださったオランダ王国大使館ならびにプライド
ハウス東京の皆様に深く感謝申し上げます。
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２ ． オ ラ ン ダ の 児 童 書

２．オランの児童書
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３．Pieter Fellerの公式ウェブサイト
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４．表紙
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５．挿絵　（Niels de Hoogによる）　上から p.5、p.21、p.34
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xv 「オランダ語　世界中にオランダ語話者は２３００万人います。オランダ語はオランダ、ベルギー（フラ
ンドル地方）そしてスリナムで話されています。オランダ語はアルバ、クラサオ、シント・マールテン
の公用語でもあります。」オランダとわたし　王国について（駐日オランダ王国大使館）　https://www.
orandatowatashi.nl/about/orandago

xvi 「十六世紀中頃、今日のベルギー、オランダ、ルクセンブルクを合わせた地域にほぼ相当する『低
ネーデル

地諸
ランデン

州
（Nederlanden）』を支配下に置いていたのはハプスブルグ家であった。この地域は、フランスのヴァロア
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